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.2面…ケナフの試験栽培

.3面…市営プールは31日まで

.4・5面...9月1日は防災の目。

忘れていませんか「防災対策j

主な内容

私
た
ち
の
生
活
を
麦
え
る
道
路
。
で
も
、
そ
の
大
切
さ
は
、
身
近
す
ぎ
て

忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
八
月
は
道
路
を
守
る
月
間
で
す
。
そ
こ
で
、
道

路
整
備
の
話
題
を
追
い
な
が
ら
、
道
路
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

美
し
い
姿
を
現
し
た

「湘
南
銀
河
大
橋
」。

湘
南

の
新
し
い
名
所
と
な
り
そ
う
で
す

湘
南
銀
河
大
橋

叩
月
下
旬
開
通
へ

東
西
幹
線
道
路

と
橋
の
整
備
を

平
塚
市
道
の
延
長
は
、
約
七

百
三
十
J
Mあ
り
ま
す
。

平
塚
市
の
道
路
の
状
況
は
、

市
北
方
向
に
比
べ
来
阿
方
向
の

幹
線
道
路
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
問
つ
の
河
川
が
流
れ
て

い
る
た
め
、
道
路
と

一
体
と
な

る
橋
の
整
備
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
次
の
よ
う

な
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

O
仮
称
岡
崎
陸
橋

市
内
を
東
西
に
結
ぶ
幹
線
道

路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

其
上
金
目
線
。
そ
の

一
部
と
し

て、

小
田
原
厚
木
道
路
(
国
道

二
七

一
号
)
を
ま
た
ぐ
形
で
、

陸
橋
の
工
耶
を
し
て
い
ま
す
。

長
さ
は
こ
行
七
十
二
M
M

で、

往
復
二
車
線
と
両
側
に
広
道
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

開
通
予
定
は

見
込
ま
れ
ま
す
。

外
観
は
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
な

ど
と
閉
じ
斜
張
椛
で
、
二
本
の

主
柱
の
高
さ
は
路
面
か
ら
四
十

八
M
M
o

長
さ
は
五
百
二
十

・
三

討
で
、
往
復
四
車
線
と
両
側
に

歩
道
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

道

路

が

持

つ

様

々

な

表

情

道
路
が
来
た
す
役
制
は
、
人

や
物
の
移
動
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

祭
り
の
会
場
と
な
っ
た
り
、

駅
伝
の
コ
l
ス
に
な
っ
た
り
し

て
、
私
た
ち
の
出
会
い
や
ふ
れ

あ
い
の
場
と
な
る
こ
と
も
あ
り
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ま
す
。
ま
た
、
街
路
樹
や
花
墳

が
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ

る
ほ
か
、
災
害
時
に
は
延
焼
を

防
い
だ
り
、
避
難
路
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
上
下
水
道
や
ガ

ス
な
ど
の
管
が
埋
設
さ
れ
、
都

市
生
活
を
支
え
る
役
割
も
来
た

し
て
い
ま
す
。

道
路
は
み
ん
な

の

財

産

で

す

市
で
は
日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル

や
定
期
的
な
点
検
な
ど
に
よ
り

道
路
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
車
や
自
転
車
が
無

造
作
に
置
か
れ
た
り
、
商
庖
の

看
板
や
商
品
が
は
み
出
し
た
り

し
て
い
た
ら
、
美
観
を
損
ね
る

だ
け
で
な
く
、
大
変
危
険
で
す
。

散
乱
す
る
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や

空
き
缶
、
道
路
に
は
み
出
し
た

植
木
や
生
け
垣
も
同
じ
で
す
。

み
ん
な
の
道
路
を
、
安
令
で

快
適
に
使
、
つ
た
め
に
は
、
み
ん

な
が
ル
l
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
八
月

は
道
路
を
守
る
月
間
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
身
近
な
道
路
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ビーチの安全を支える
ピーチスポー ツの全岡大会などでにぎ

わう平塚の海岸。多くの若者が集まるこ

の場所でみなさんの安全を守る人たちが

います。 取材は入井和江さん(日向岡)

.._ 
緊張続きの監視 だがメンバーは笑顔

が絶えなし、。右から 2人目が馬場さん
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「仮
称
湘
南
新
道
橋
」
の
名
前

が、

二
千
三
局
出
汁
レ
加
佐
川

募
の
中
か
ら

「塑
間
銀
河
大
橋
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
十
月

下
旬
の
開
通
を
目
指
し
、
現
在

取
り
付
け
道
路
の
工
事
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
橋
は
、
相
模
川
に
烈
か

る
馬
人
柄
と
神
川
橋
の
ほ
ぼ
巾

問
に
位
慨
し
ま
す
。
建
設
は
、

平
塚
市
内
之
官
と
諜
川
町
田
端

を
結
ぶ
広
域
道
路
の

一
部
と
し

て
、
県
が
進
め
て
い
ま
す
。
椅

の
事
業
費
は
約
百
二
十
億
円
と

平
成
十
二
年
三
月
で
す
0

0
鈴
川
5
橋
を
架
け
替
え

鈴
川
の
河
川
改
修
工
事
に
伴

い、

五
つ
の
椅
の
仰
け
替
え
や

取
り
付
け
辺
路
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

開
通
予
定
は
、

「仮
称
新
山

髭
橋
」
と
「

一
本
橋
」
が
平
成

十
一
年
三
月
末
、

「
宮
下
柿
」
と

「舟
橋
」
が
平
成
十
二
年
三
月

末
、
「
大
正
橋
」
が
平
成
十
三

年
三
月
末
で
す
。

7月30目、市役所で壮行会が

立
秋
を
過
ぎ
ま
し
た
が
材
い

互
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
こ

.

の
時
期
、
最
も
に
ぎ
わ
い
を
見

'

せ
る
湖
南
ひ
ら
つ
か
ピ
1
チ
パ

い

l
ク
。
こ
こ
で
活
躍
す
る
ラ
イ

斗

フ
セ
l
パ
1

(十
八
人
)
の
馬

{

場
正
樹
監
視
長

(束
海
大
三
年

‘

生
)
に
晴
を
伺
い
ま
し
た
。

.

ラ
イ
フ
セ
1
パ
!
と
い
え
ば

.

人
命
救
助
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す

.

が
、
彼
ら
は
救
助
を
す
る
と
い

・

う
故
思
の
都
態
に
重
一
ら
な
い
よ

・

う
に
、
主
に
悔
の
監
視
や
来
場

・

者
へ
の
指
導
、
さ
ら
に
各
種
イ

・

ベ
ン
ト
の
中
で
海
や
波
の
恐
ろ

・

し
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。
ラ
イ

・

フ
セ
l
パ
ー
た
ち
の
朝
は
早
く
、

・

午
前
七
時
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

・

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
監
視

.

業
務
、
さ
ら
に
そ
れ
以
降
も
ま

.

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
ハ

1

.

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
驚
か
さ
れ

'

ま
し
た
。
彼
ら
の
業
務
は
、
七

十

月
中
旬
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま

い

で
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
睡
眠

4

は
も
ち
ろ
ん
、
水
分
補
給
や
海

• 

風
で
冷
え
な
い
よ
う
な
体
温
調

節
、
日
焼
け
対
策
な
ど
の
自
己

管
理
を
し
、
体
調
を
常
に
整
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

夏
休
み
も
後
半
に
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
人
が
大
勢
い
ま

す
。
彼
ら
が
特
に
注
意
し
て
い

る
こ
と
は
、
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人

が
行
動
範
囲
を
考
、
え
ず
に
入
り

込
ん
で
起
こ
る
接
触
事
故
で
す
。

お
互
い
に
譲
り
合
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

ま
た
、
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
海

に
入
ら
な
い
、
港
旅
禁
止
区
域

を
守
る
、
浜
辺
で
火
を
使
わ
な

い
な
ど
、
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
ほ

し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
最

近
で
は
ご
み
の
分
別
な
ど
で

年
均
マ
ナ
ー
が
向
上
し
て
き
た

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
万
が

一

水
の
中
で
事
故
が
起
き
た
ら
ま

ず
落
ち
治
き
、
手
を
振
り
大
戸

を
出
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で

す
。
も
し
み
な
さ
ん
の
身
近
で

こ
の
よ
う
な
人
を
発
見
し
た
ら
、

浮
き
日
討を
波
し
、
知
ら
な
い
人

で
も
声
を
掛
け
合
う
こ
と
な
ど

が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
仕
事
を
通
じ
自
分
自
身

も
マ
ナ
ー
が
良
く
な
り
、
以
前

に
も
期
し
て
海
が
好
き
に
な
っ

た
と
い
う
馬
場
さ
ん
の
一再
指
が

印
象
的
で
し
た
。
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五
月
中
句
に
砲
を
ま
き
、
金
田
地
リ
ン
を
多
く
吸
収
す
る
こ
と
が
知
ら

区

の

休

耕

田

で

試

験

栽

培

を

し

て

い

れ

、

地

球

の

環

境

保

全

推

進

の

而

か

長

芳

を

お

祝

い

し

て

「

敬

老

祝

い

る
ケ
ナ
フ
(
写
江
戸
下
)
が
大
き
い
も
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た

、

良

金

」

を

お

贈

り

し

ま

す

。
お
祝
い
金

の
で
約
ニ
幻
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

質
の
パ
ル
プ
が
と
れ
る
こ
と
か
ら
、
互
の
日
差
し
を
た
く
さ
ん
受
け
て
、
は
、
民
生
委
員
が
九
月
初
旬
ご
ろ
か

ま
た
、
市
内
の
保
育
園
な
ど
で
育
て

「非
木
材
紙
」
と
し
て
印
制
用
紙
の
き
れ
い
な
花
が
咲
く
こ
と
が
期
待
さ
ら
各
家
庭
な
ど
を
訪
問
し
て
お
漉
し

て
い
る
ケ
ナ
フ
(
写
真
右
)
も
す
く
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
方
法
が
研
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
後
の
ケ
ナ
フ
は
、
し
ま
す
。
対
象
に
な
る
方
と
抗
い
金

す
く
育
っ
て
い
ま
す
。

究
さ
れ
て
い
ま
す
。

紙
す
き
用
の
パ
ル
プ
の
ほ
か
、
製
紙
の
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ケ
ナ
フ
は
、
ア
オ
イ
科
の
植
物
で
、
ケ
ナ
フ
は
、
九
月
下
旬
か
ら
卜
月
化
し
、
環
境
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
マ
内
政
(
泣
い
舟
)
大
正
9
年
9
月
口

内
く
は
、
繊
維
用
に
栽
府
さ
れ
て
い
中
旬
に
か
け
て
三
、
問
討
に
生
長
し
、
利
用
す
る
子
足
で
す
。

円
i
大
正
凶
年
9
月
凶
H
の
川
に
生

ま
し
た
。
叫
近
で
は
、
空
気
小
の

一

、
っ
す
い
苅
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

お
川
い
合
わ
せ
は
、
産
業
推
進
課
ま
れ
た
方
・
:
二一
千
円

酸
化
川
抗
議
の
ほ
か
水
中
の
チ
ッ
ソ
や
試
験
線
府
さ
れ
て
い
る
ケ
ナ
フ
も

(内
線

5
8
2)
へ
。

マ
初
成
(
傘
苅
)
大
正
6
年
9
川
げ

.
T
.
 

た
は
判
税
机
チ
か
ら
な
る
る
-家
一
一
家
一
添
泳
族
で
あ
る
(
附
マ
問
附
住
宅

.::;.::.::j.:;:.:;;.::j.::;.::j.::j.::j.::j.::j.::;.::;.::j.::;.:;;.::j.::.:.3戸
な
で
す
す
め
る
交
通
安
全
会
凶
キ
ヤ

附
住
宅
は
附
単
+
身
者
に
限
る
)
⑦
説
に
な
お
、
六
月
に
応
…
拡
#
さ
れ
た
方
で
ラ
パ
ン
隊
」
の

一
行
が
、
地
域
の
交

住
宅
に
凶
つ
て
い
る
@
収
入
が
基
準
申
し
込
み
住
宅
な
ど
に
亦
盆μ史
が
な
い
通
安
全
思
想
の
普
及
を
図
る
キ
ヤ
ン

内
⑤
市
民
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方
に
は
、
申
し
込
み
他
認
通
知
を
送
ベ

l
ン
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
住
宅
の
間
取
り
な
ど
に
つ
い
り
ま
す
の
で
、
新
た
に
申
し
込
む
必
マ
期
日

8
月
幻
口
(
金
)

て
は
、
市
役
所

一
階
受
付
窓
口
・
四
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
時
間

午
後
2
時
却
分
1
3時

階
建
築
謀
、
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ

.
問
い
合
わ
せ
先
建
築
課
住
宅
担

マ
場
所
平
塚
駅
北
口
周
辺

l
(
M
Nピ
ル
十
階
)
、
お
よ
び
各
当
(
内
線
4
6
4
)

※
雨
天
の
場
合

h
民
明
d

公

民

館

で

お

配

り

し

て

い

る

「

必

集

は

、

式

典

の

み

Q
U齢
、
動
-

の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
役
所
1
附
市

行
活
止
本
庄

.
九
月
の
入
居

者

募

集

住

宅

民

ホ

l
ル
で
実

L
t
b

、

マ
虹
ケ
浜
住
宅
・
j
i
-
-
:
:
・:
1一戸
施

し

ま

す

。

マ
出
城
ケ
丘
住
宅

:
:
:
j
i
--6一戸
お

問

い

合

わ

マ
中
原
下
術
住
宅

:
:
j
i
---2
一戸

せ

は

、

交

通

安

マド米
中
原
住
宅
:
:
:
-
j
i
-
-
4
戸

全
課

(内
線
6

マ
宮
の
前
住
宅
・

-
j
i
-
-
:
:
5一戸

4
0
)

へ
。

平成10年8月15日

金
田
の
ケ
ナ
フ
ガ
2
メ
ー
ト
ル
巴

こ
3
ん
怠
に
大
手
く
怒
り
ま
し
た

市
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

市
営
住
宅
に
入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
を
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
に
募

集
し
て
い
ま
す
。

九
月
の
申
し
込
み
は
、
九
月
七
日
、

八
日
、
九
日
の
三
日
間
、

午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
市
役
所
東
附

属
庁
舎
二
階
B
会
議
室
で
受
け
付
け

ま
す
。
巾
し
込
み
は
一
世
情
に
つ
き

一
住
宅
に
限
り
ま
す
。
(抽
選
)

マ
主
な
入
居
資
格

①
市
民
と
な
り

引
き
続
き
1
年
以
上
経
過
し
て
い
る

金

主
に
夫
婦
(
締
約
者
を
含
む
)
ま

交
通
安
全
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
が
平
塚
に

「交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を
合

い
言
葉
に
全
凶
交
通
安
全
母
の
会
辿

合
会
が
主
依
す
る

「第
二
十
回
み
ん

横
浜
弁
説
士
会
に

よ
る
市
民
法
律
前
座

が
聞
か
れ
ま
す
。
受

講
料
は
、
無
料
で
す
0

・
日
程

マ
9
月
初
U
「市
民

生
活
と
法
作

・
相

談
・件
批
判
に
つ
い
て
」

マ
叩
月
7
日
「
相
続

の
手
続
き
上
の
問
題

イ

点
と
追

一

盲

」

代

表

し

て

、

無

報

酬

で

参

加

い

た

だ

マ
凶
月
M
日
「
金
銭
福
祉
、
環
境
、
災
害
な
ど
幅
広
い
け
る
方

の
貸
借
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
」
分
野
で
市
民
活
動
を
し
て
い
る
み
な
マ
募
集
人
数

5
人
程
度
(
選
考
)

マ
叩
月
幻
自

「土
地
・建
物
の
貸
借
」
さ
ん
が
、
新
た
な
社
会
づ
く
り
の
担
お
申
し
込
み
は
、
八
月
二
十
五
日

マ
同
月
お
日

「離
婚
と
親
椛
者
の
指
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

(

火
)
ま
で
に
屯
話
で
市
民
活
動
推
進

定

・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
」
こ
の
よ
う
な
市
民
活
動
を
推
進
す

課

(内
線

5
9
6)
へ
申
込
町U
を
泊

マ
日
月
4
円

「泣
産
の
分
捌
」
る
た
め
の
施
策
な
ど
を
検
討
す
る
研
求
し
、
同
課
へ
。

・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ

お
じ
￥
ち
ゃ
ん
こ
一
、

M
A
-
-〉
:

日
1
明
治

2
9品
臼
の
問
に
生

3

u

f

d
こ

謹

設

を

こ

吃

℃

ま
れ
た
万

一
万
円

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

U
F言
若
、
a
v
l

ゑ

(

白

舟

)
明

治

主

9
5

敬
老
祝
い
金
を
お
贈
り
レ
主
9

日
1
明

治

若

9
2日
の
山
に
生

ま
れ
た
方
:
・

一
万
円

日
1
大
正
7
年
9
月
日
日
の
問
に
生
マ
即
歳
以
上
明
治
剖
年
9
月
日
固

ま

れ

た

方

:

・

五

千

円

以

前

に

生

ま

れ

た

方

:・
五
万
円

マ
∞
∞
歳
(
米
寿
)
明
治
位
年
9
月
口

※
県
の
祝
い
金
の
対
象
は
、
作
歳
、

日
i
明
治
必
年
9
月
日
日
の
問
に
生
部
歳
、

ω歳
、
別
践
の
方
の
み
で
す

ま
れ
た
方
:
・

五

千

円

マ

問

い

合

わ

せ

先

高
齢
福
祉
課

マ
卯
歳
(
本
舟
)
明
治

ω年
9
月
げ

(内
線
2
1
1
)

A
w
h
v
d
&
V
4
b
a
司
令
a
q
h
V
A
w
h
V
A
W
&
V
A可
h
V
4
h
V
4
h
V
A可
h
VA
司
令
A
司
令
A
W
&
V
A可
h
V
4
&
V
A可
h
V
A
司
令
d
h
V
A可
h
v
d

対
象
と
な
る
の
は
、
七
十
五
成
以

上

(
大
正
卜
二
年
八
月

一
日
以
前
生

ま
れ
)
の
ガ
で
す
。
た
だ
し
、
介
護

激
励
凡
抑
金
を
受
け
て
い
る
方
、
特

別
謎
護
老
人
ホ
l
ム
に
入
所
し
て
い

る
方
は
除
き
ま
す
。

パ
ス
カ
l
ド
の
購
入
助
成
券
と
な

る
「
は
が
き
」
は
、
八
月
下
旬
に
お

送
り
し
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
負
担
金

一
千
円
を
お
持
ち
に

な
っ
て
「
は
が
き
」
に
指
定
さ
れ
た

日
時
、
場
所
で
カ
l
ド
を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
さ
れ
た

臼
が
都
合
の
惑
い
場
合
は
、

九
月
卜

問
臼
か
ら
十
二
月
十
一一一
円
ま
で
に
神

奈
川
巾
央
交
通
駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
平
塚
営
業
所
(
田
村
)

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課

(内
線
2
1
9)

[市即時講座を開催|

-
時
間

午
後
6
時
1
8時

.
会
場
巾
央
公
民
館

受
賞

ω人
(先
着
順
)

お
巾
し
込
み
は
、

市
民
活
動
推
進

課

(内
線

2
9
3)
へ
。

市
民
活
動
推
進

研
究
会
委
員
に

るスて利

1tE1長高齢者ぶねあωパス力ード
すをきるふ
。一 、方れ

会委にあ 笠語7
エF-:7じ ー- ¥" <r-

-mi千パ
回五円ヲ..
お千を す ~
波円~.:t ;二.，とι
しの担 it
すパし円

究
会
の
委
只
を
非
集
し
ま
す
。

マ
対
象

市
内
を
中
心
に
社
会
立
献

情
動
を
し
て
い
る
市
民
活
動
向
体
を

平 す歩A
V
し集募を員職市塚

.栄養士...・H ・..1名

昭荊J47年10月1FI以降に生

まれた管理栄後土の資格を有

する人、または平成11年3月

までにま苦絡取得凡込みの人

.薬剤師 ...・H ・..1名

昭和48年4月2L1以降に生ま : 

れた泌剤師の資絡を有する入、

または平成11年3月までに資 : 

俗取科凡込みの人

;φ保健婦(士)…4名程度
1I'rl和43年4月2日以降に生ま

れた保他婦 (士)の資格を有

する入、または平成11年3月

までに資格取得見込みの人

。申 し込み方法 (共通)市役所31精機日課でお配りする指定の申込おに必袈事項を記入して、 9月1日

から11口までの聞に、本人が直接戦f12尽に捉・出してくださし、。1次試験は9月26n、採JH予定日は平
成 11年4月1日(栄護士のみ11年1)11口)です。

。問い合わせ先職員課 (内線321)

.幼稚園教員...・H ・-…...・H ・...若干名

II(持1.149年4月2臼以降に生まれた幼稚園教諭普通免

許状を持っている人、または平成11年 3月までに取

得見込みの人

。 申し込み方法 1立派分庁舎1号館2階の教育総務課

などでお配りする指定の申込帯、自己推薦主L~に必

聖書lJ"j:羽を記入して、 8月17円から24日までの聞に、

本人が直接教育総務諜へ提出してください。 1次

試験は8月29LJ、採用予定日は平成11年4月1日で

す。

。 問い合わせ先 教育総務課ft35-8112

奈良平安時代の行政庁「相模国府」。平塚市四之宮周辺は、初期の有力所在

地のーっとされています。この特別展では、正倉院御物と同形態の「住岩垣匙」

などの出土品をもとに相模国府とその世界を紹介します。入場無料。開館時間は

午前9時~午後5時、月臨日休館

《博物館・夏期特別展}

「阻頼回府とをの世屑』



困

市営プールは
休まず8/31まで

述
口
、
た
く
さ
ん
の
ち
び
っ
こ
や

家
腕
述
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
湘
市

海
印
公
図
と
間
城
ケ
庄
の
市
営
プ
ー

ル
は
、
夏
休
み
最
後
の
目
、
八
月
三

十
一
日
ま
で
、
毎
日
開
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
泳
げ
る
市
営
プ
l
ル
に

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
0

.
開
場
時
間

午
前
9
時
1
午
後
4
時
却
分

av入
場
料

大
人

二
百
五
十
円

第629号 (1日・ 15日発行)

夏
休
み
最
後
の
週
末
は
こ
れ
で
決
ま
り
だ
ね
f

側
湘
南
ひ
ら
つ
か
大
盆
お
ど
り

七
夕
音
頭
や
ペ
ル
マ
l
レ
管
副
を
大
き
な
や
ぐ
ら
や
提
灯
で
ム
l
ド

は
じ
め
、

u本
各
地
の
断
り
を
み
ん
い

っ
ぱ
い
の
会
場
に
、
ぜ
ひ
お
出
か

な
で

一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。

け
く
だ
さ
い
。

互
の
夜
の
風
物
詩

「湘

南

ひ

ら

つ

マ

H
科

8
刀
お
円
(金
)
i
却
円

か
大
盆
お
ど
り
」
が
総
合
公
園
の
特

(
日
)
雨
天
中
止

設
会
場
で
聞
か
れ
ま
す
。

マ
時
間
午
後
6
時
ぬ
分
1
9時

お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
合
公
園
管

理
事
務
所

(宮
お
|
2
2
3
3
)
へ
。

金
目
川
で

平
和
灯
ろ
-
つ
流
し

広報ひらつか

平
和
推
進
取
殺
の

一
環
と
し
て

「平
和
灯
ろ
う
流
し
」
を
実
施
し
ま

す
。
会
場
で
は
戦
争
当
時
を
し
の
ぶ

小

・
中
学
生

幼
川
ル
無
料

A
V
プ
1
ル
の
概
要

マ
湖
南
海
山
公
闘
プ
l
ル

(宮

nー

9
0
7
6)
 

[プ
l
ル
の
種
類
と
水
深
〕

切
れ
プ
l
ル

(水
深

m
i
m待
灯
)

お
灯
プ
l
ル

(水
深

m
i削
4
M
M
)

お
M
M
プ
1
ル

(水
深
川
w
i
印
侍
灯
)

[交
通
]
平
塚
駅
南

nか
ら
パ
ス
で

約
五
分
湘
南
海
岸
公
園
前
下
平

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
な
る
べ
く

パ
ス
や
自
転
車
、
徒
歩
で
お
出
か
け

百
円

く
だ
さ
い
。

マ
削
減
ケ
丘
プ
l
ル

(E
U
1
4
5

0
9)
 

[プ
I
ル
の
柿
類
と
水
深
]

m
Mプ
I
ル

(水
深
防
1
削
4
M
M
)

お
れ
プ
l
ル

(水
深
川
w
i叩
4
M
)

m
Mプ
1
ル

(水
深

m
i
m
d乃
肘
)

[交
通
]
平
塚
駅
市
口
か
ら
パ
ス
で

約
十
五
分
市
営
プ
l
ル
前
下
車

※
駐
市
場
は
あ
り
ま
せ
ん

-
問
い
合
わ
せ
先
各
プ
l
ル
ま
た

は
み
ど
り
公
園
課

(内
線
5
1
5
)

い
W
バ好
ど
っ
ち
を
学
ぶ
?

同
一祢

英
語
そ
れ
と
も
申
国
語

平
塚
市
国
際
交
流
協
会
が
主
催
す

る
英
会
話
講
座
と
中
国
語
講
座
の
受

講
生
を
必
絡
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
交
流
親
善
課

し

宗孝 英
Z語会
テの ーー
イ話 塁手
アせ 面白
通る 空時
訳方 主童
、を Hワ

ポ対 ロtz
ラ象 止ま
ンに

「す
い
と
ん
」
の
試
食
会
や
平
和
映

阿
会
も
聞
か
れ
ま
す
。

灯
ろ
う
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

の
で
お
気
嵯
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
期
日

8
月
時
同
(
口
)

マ
時
間
午
後
6
時
加
分
1
8時

マ
会
助
金
日
川
観
音
橋
下
の
河
原

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

(内

線
6
6
5)
へ
。

avパ
ス
平
塚
駅
北
口
②
番
線
か
ら
恭

野
駅
行
き
金
目
駅
下
車
徒
歩
約
3
分

二コ|
ョ:再三
一一「

金目駅バス停

2 

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
用
の
入
門
講
座
で
す
。

マ
日
程

9
月
ロ
臼
i
u
月
お
自
の

保
刈
第
2
・
3
・
4
ヒ
陥
川

マ
時
間

午
後
1
時
1
2時

ω分

マ
会
場
松
原
分
庁
合

マ
定
只

叩
人

(
先
治
順
)

マ
A
I
講
料
七
千
円

(教
材
質
含
む
)

中

国

語

講

座

初
め
て
中
同
析
を
学
ぶ
方
を
対
象

に
し
た
講
座
で
す
。

マ

u校
9
月
9
日
i
U月
下
旬
の

水
附
口

(毎
月
3
田
)

マ
時
間

午
後
7
時
1
8時
印
分

マ
会
場

M
Nピ
ル
日
階

マ
定
員

山

人

(先
必
順
)

マ
受
消
料
八
千
円

(教
材
批
含
む
)

「市民が探る平塚空襲証言編J発刊
平塚市には、昭和20年7月16日から17
日未明にかけて大規模な空襲を受けた悲

しい歴史があります。

その空襲を体験した134人の市民の証言

や、多数の写真や地図などで、平塚空襲

を振り返 ります五 (A4版318ページ 2，300円)

O発売場所 博物館 (包33ー5111) 

「
赤
ち
ゃ
ん
ひ
ス
ぽ
」
に

行
っ
て
み
よ
う

子
育
て
は
、
思
い
が
け
な
い
こ
と

の
述
統
で
す
。
そ
ん
な
と
き
、
同
じ

乳
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
と
の
間
報
交

換
や
、
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て

「
赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
」
を
利
川
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
子

育
て
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
ま

ち
平
塚
の
身
近
な
風

対
や
日
ご
ろ
親
し
ん

で
い
る
観
光
行
予
な

ど
を
絵
に
描
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
ク
レ
ヨ

ン
、
ク
レ
パ
ス
、
水

彩
、
版
阿
、
油
絵
な

ど
、
な
ん
で
も
応
必

で
き
ま
す
。

マ
対
象
中
学
生
以

下
の
方

マ
サ
イ
ズ
四
つ
切

り

(版
幽
は
、
は
が

き
サ
イ
ズ
以
上
)

マ
凶
非
刀
法
作
品

の
ぶ
而
に
問
題
、
住

所
、
氏
名

(ふ
り
が
な
)、
学
校
名
、

学
年
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

平
塚
市
観
光
協
会
4
務局(一
T
制
|
縦

鉱泉お観光膿写白ンクール
浅
川
町
9
1
1
附
業
制
沿
線
内
)
へ

※
入
賞
作
品
は
、
日
川
に
-M業
ま
つ

り
の
会
場
と
な
る
見
附
台
体
育
館
に

展
示
し
ま
す
ω

(
作
品
の
返
却
は
い

た
し
ま
せ
ん
)

マ
締
め
切
り

9
月
幻
円
(月
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観
光
課

(内
線
6
8
7
)
へ
。

-
開
設
場
所

・
開
設
日

(※
は
9
月

か
ら
増
設
)

マ
山
峨
子
ど
も
の
家
毎
月
第
1
月

印
刷
円
、
※
第
3
水
雌
ロ

マ
大
野
子
ど
も
の
家
毎
月
第
2
刀

陥
口
、
※
第
4
水
附
円

マ
み
な
と
子
ど
も
の
家
毎
月
第
2

金
眼
目
、
※
第
4
火
曜
日

マ
横
内
子
ど
も
の
家
毎
月
第
3
金

附
H
マ
金
田
保
育
刷
相
談
室

毎

月
第
4

金
剛
H
、
※
第
2
火
脳
H

マ
若
作
品
保
育
幽
相
談
室
※
毎
刀
第

1
水
附
日

-
時
間

午
前
叩
時
1
日
時
加
分

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー

(宮
幻
|

7
6
3

9
)
へ
。

男
の
講
座

ば
l
じ
ょ
ん
あ
っ
ぷ

川
内
性
を
対
象
に
調
理
実
押
な
ど
の

講
座
を
聞
き
ま
す
。
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
、

一
緒
に
話
し
合
っ
た
り、

実
践
し
た
り
し
な
が
ら
仲
間
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

マ
日
程

・
9
月
四
円
列
の
誠
座
入
門

・
9
刀
初
日
介
護
入
門

-m川
3
川
家
庭
科
入
門

-m川
口

n
実
践
料
理
1

-m月
U
H
実
践
環
境
学
習

・
日
月
幻
自
実
践
介
護

・
日
月
下
旬

戸
外
活
動

・
ロ
川
ロ
H

実
践
科
理
2

-
2月
ヒ

句

m引
の
講
座
発
表
会

マ
時
間
午
前
叩
時
i
正
午

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
定
員
男
性
却
人

(先
着
順
)

マ
参
加
賀
約
五
千
円

(戸
外
活
動

や
制
型
災
期
間
費
用
)

お
中
し
込
み
は
、
女
性
行
政
推
進

室

(宮
幻
|

7
5
0
0)
へ
。

繭欝舎を傭醸しを?砂器官ゐおもイベC，ト用昂it，ご利用くだポV
。本会髄初日 8月31日

。本会醗(総括質問) 9月8日-11目

。 常任委員会 9月14日、 16目

。本会議最終日 9月22日

※開会は午前10時の予定です。

di説会の会議は、!.i，H1IJとしてどなた
で も臼由に傍聴できます。本会議の傍

l徳は、専用の入り口が議'J~常北側 2 階

にあり、議場へは傍聴-?i-名簿に住所、

氏名を記入していただくだけで入場で

きます。 ただし、傍聴席は本会議場が

76席、 会u会主主が 9};'t'i科 j立ですので、
l守|体の場合はIjJ-IIIiに議会事務局までご
述絡ください。

地域での線キな行']1.を盛り上げていただこうと、イベント用品を貸し出し

ています。使用料は無料で、5日間まで利j刊でき ます(述搬は利flJ団体で)。

1>貸し出す用品 料~~子機、 ポップコー

ン機、 か き氷機、おでん鍋、焼きそば

台、焼きもの総、発泡機、 ワイヤレス

マイク・ アンプ、テン ト、 紅白幕

1>対象 自治会、子ども会など

.先行予約を受け付け

10月から来年3月までの先行予約を、 8

)J17日から26日まで受 け付けます。 ただ

し、希望日が重なった場合は抽選(抽選

H以降は先約順)となります。
1>抽選日時 9月8n'F後 i時30分 ~

1>申し込み先市民活動推進課(内線263) (JAJ*JIl369) 親会事務局。担当

パリ市立近代美術館の所蔵する油彩、水彩、版画など初期の作品約100点と、出光

美術館所蔵の油彩3点を展示。 20世紀最大の宗教画家、ジョルジュ -ルオーの世界を

どうぞお楽 しみください。観覧時聞は午前9時30分~午後4時50分。月日記白休館

。観覧料一般800円 、大学生 ・高校生600円、中学生 ー小学生200円

《美術館企画展》

書官「ルオ一反j
8月23日(日)まで~美術館ft35-2111
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回平成10年8月15日

必
暢彦，

9
月
1
日
は
防
災
の
日
。

乙
の
機
会
に

説
が
ま
の
官
え
を
織
車
鴎

非
常
用
の
水
の
質
昧
期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
懐
申
電
灯
の
電
池
は
大
文
夫

で
す
か
。
阪
神
大
震
災
か
ら
三
年
七
か
月
が
た
ち
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
防
災
意
識

は
薄
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
に
は
、
日
ご
ろ
の

備
え
と
冷
静
な
行
動
、
そ
し
て
隣
近
所
の
聞
け
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
九
月
一
日

は
防
災
の
臼
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
家
庭
で
の
防
災
対
策
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
し
:
・。

出
入
り
円
の
確
保
も
日
ご
ろ
か

ら
心
が
け
て
お
か
な
い
と
」「
と

て
も
逃
げ
出
す
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
。
ま
ず
身
の
安
全
を
は
か
ら

な
く
て
は
」。

消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
初
期
消
火
の
大
切
さ
が
分
か
っ

た
。
炎
が
天
井
に
胤
く
ま
で
の

一
、
二
分
が
勝
負
ね
」

「家
に
帰

っ
た
ら
、
さ
っ
そ
く
消
火
器
の

ふ
験
災

目
体
防

4
叫
が
の

わ
ど
ど

ヨ
作
品
乞

明
か
か

川
一
婚
す

去
の
保

躍
震
確

4
F

地
を

川
市
部
口

防

西

り

、
県

入

は
川
出

う

で

奈

、
よ

一
神
す
し

ナ
る
消

ま

一
れ
を
け

コ
さ
火
つ

験

想

J

に

体
予
す
身

震
が
ま
を

地
生
き
動

車
内
で
行

体
験
し
な
い
と

恐
さ
は
分
か
ら
な
い

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
訓
練
に
参
加

平
日
の
昼
間
に
地
提
が
起
き

た
場
合
、
地
戚
で
の
災
特
対
策

の
主
役
は
女
性
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
を
、
三
年
前
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
。
今
年
度
第
二
回

け
の
減
習
と
な
る
川
町
総
合
防
災

セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た
研
修
会

で
体
験
談
を
取
材
し
ま
し
た
。

様
々
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
中

で
、
「一

番
恐
か
っ
た
」
と
い
う

戸
が
多
か
っ
た
の
が
地
震
体
験

コ
ー
ナ
ー

(
写
真
下
)
で
す
。

関
東
大
地
ぷ
の
括
れ
の
再
現

に

「あ
ん
な
に
長
く
括
れ
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は

上
か
ら
物
が
落
ち
た
り
、
ガ
ラ

ス
が
割
れ
た
り
し
な
い
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際

に
は
・:」「
家
具
の
転
倒
防
止
だ

け
で
な
く
、
引
き
出
し
が
飛
び

出
さ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
な
け

れ
ば
」。
ま
た
、
阪
神
大
震
災
の
帰
れ

の
再
現
に
は
「
い
き
な
り
あ
ん

な
に
揺
れ
た
ら
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
し
て
し
ま
う
。
ま
し
て
い
つ

期
限
が
切
れ
て
い
な
い
か
確
か

め
ま
す
」
。

煙
避
難
体
験
コ
ー
ナ
ー

(写

只
右
)
で
は
、
「迷
路
か
ら
逃
げ

る
の
に
精

一
杯
で
、
館
内
放
送

な
ん
て
聞
こ
え
な
か
った」。

風

速
三
十
討
の
強
風
を
体
験
す
る

風
水
害
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「風
が
強
く
、
息
が
で
き
な
く
て

恐
か
っ
た
。
で
も
、

い
つ
来
る

か
は
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
か

ら
地
震
よ
り
は
恐
く
な
い
わ
」
。

阪
神
大
混
災
の
記
録
映
画
に

は、

「価
値
観
は
人
様
々
。
何
を

持
ち
出
す
か
自
分
で
考
え
て
お

か
な
い
と
だ
め
で
す
ね
。
私
は
、

公
衆
屯
話
の
カ
l
ド
が
使
え
な

く
な
っ
た
と
き
の
た
め
の
十
円

玉
と
、
ア
ド
レ
ス
帳
を
追
加
し

ま
す
」
「助
け
を
求
め
る
笛
や
、

ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
と
き
に
備
え

て
ス
リ
ッ
パ
を
ま
く
ら
元
に
笹

い
て
寝
ま
す
」。

参
加
者
に
共
通
し
て
い
る
の

は

「実
際
に
体
験
し
て
み
な
い

煙温室雌体験コーナ ーでは

姿努を低く 保 つこ とが大切

と
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

と、

「防
災
に
対
す
る
知
識
を
身

に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

県
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
は、

一
般
の
方
も

利
用
で
き
ま
す
。
夏
休
み
の
問

に
、
み
な
さ
ん
も
ご
家
族
と
体

験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
な
お
、
起
震
車
に
よ
る

震
度
体
験
な
ど
実
践
的
な
訓
練

は
、
平
塚
市
自
主
総
合
防
災
訓

練
で
も
体
験
で
き
ま
す
。

。
県
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

(月

曜
日
休
館
)

・
厚
木
市
下
津
古
久
2
8
0

・
8
0
4
6
2
(訂
)
1
7
0
0

-. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

物'3JJ海
6宅，

雪量

， ~f/I 
当し

実
践
的
な
訓
練
を

体
験
し
よ
う

協
定
を
結
ん
で
い
る
市
町
・
団

体

・
事
業
所
な
ど
で
す
。
見
学

は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係

機
関
に
よ
る
訓
練
は
、
来
年一

月
十
七
日
の
笑
践
型
防
災
訓
練

¢、
e
k株
砲
1
レ
ま
ふ
み

9

。

地
域
拠
点
務
地
の

青少年相談室
(市民センター2階)

234-7311 
。膏少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日10時~1 7時
みみで与やゐ与し

く〉ヤングテレホンn33-783⑪
(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜
日は13時~18時30分)

子育て相談室
(須賀保育園2階)

821-7639 
-毎週月~金曜日9時30分~
16時

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
く〉来所 毎週月~金曜日10時
~17時

く〉電話 毎週月~土曜日9時

~1 7時(第2 ・第4土曜日 を

除く)

子育て相談室

9月 10日(木) 10時~15

国道134号

。婦人

時

健康相談
(保健センター)

234-0311 
。電話 毎週月~金曜日10時
~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

2. FAX32 -2738 
0子どもの発達・発育の相談

ー毎週月水-金曜日10時~
15時(来所相談は予約制)

歪平坂駅

館
央
民
中
公錦
[〕
側
、子
ど
も
教
育

園

-

相
餓
セ
ン
タ
ー

チ
民
ン
市
セ

833-2333 
。専門(法律、金融、住宅、保

健医療・要予約) 9月10日
(木)1 3時30分~15時30分

。生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~17時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~17時

。結婚 毎週日曜日 1 0時~1 5

時(第3日曜日は除く)

く〉母子 毎週月~金曜日9

時~16時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9時~16時

福祉会館

9月14日

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

223-1111内線671
く〉来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

出

・
救
護
、
応
急
手
当
て
、
消

火
栓
か
ら
の
給
水
訓
練
、
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
な
ど
を
、

一
連
の
流

れ
と
し
て
体
験
し
ま
す

マ
消
火
訓
練
・・・
参
加
6
地
区
の

女
性
却
人
ず
つ
が
街
頭
消
火
務

，
官
依
民
い

日
文
月
μ
ド
働
臥
・
4

ホ
ー
し
幸
4

・争'

E
-
-
E

・・EE
・E・-

く
り
ま
す

。消費生活

~1 6時

。手話案内 毎週金曜日9時

~12時30分

。建築設計・耐震

(月)13時~16時

。高年齢者職業 8月18日

(火)、 20日(木)、 9月1日
(火)、 3日(木)9時~12時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時~ 1 6時

器日野中入口

毎週金曜日9時

市民相談室
(市役所1階)

まま23-1111内線293
※一般法律と健康は予約制

く〉人権 8月18日(火)、 9月1
日(火)13時~16時

く〉行政 8月18日(火)、10月20
日(火)13時~16時

く〉一般法律 毎週水曜日と毎

月第4木曜日 13時~16時

※8月は休み
。登記・供託・測墨

田(金)1 3時~16時

く〉住宅新改築 8月18日(火)、
10月20日(火)13時~16時

く〉発明・考案・特許 9月7日

(月)10時~15時

く〉労働 9月10日(木)、 10月8
日(木) 1 3時~1 6時

。下請け取り引き 8月20日

(木)13時30分~16時

。年金・4士会保隙・労災
8日(火)10時~1 5時

く〉健康 8月17日(月)9時30分
~1l時30分

9月11

9月
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主
慰
問
嵐

務
ぶ

阪神大震災か5
3年7か月…

第629号(1日・ 15日発行)

いく憩 .~~ . か良りにどと犬す :
し まさい :お.~。 い、ふもがの人 ;質 j
かすんの :警i中 方大 れたあふが :"'_"1 
し 。の場 ;ぇ:村 法変てちりんい :間
子で い…2 郁 は不しがまがる :
ど 、の チ な潔ま知す入た公
も砂み公手 いでうら 。つ め園近
が;場な困ん ですこず小て、でく
遊でさはふ し 。とにさ い砂犬に
んはん 市訟! よ何もふなる 場ーをあ
でたの民巴 うかあん 子こに 放る

広報ひ5っか

-

W

AH

、ノ、一戸
L

除、

一
立
日

σ¥化
右
U

回

九
時
二
十
分
か
ら
十
二
時
ま
で
、

総
合
公
園
で
自
主
防
災
総
合
訓

練
を
実
施
し
ま
す

(
雨
天
の
場

L
'
u
r
回
目
附
，
E

‘

こ
の
訓
練
は
、
各
自
治
会
ご

と
に
組
織
さ
れ
て
い
る
自
主
防

災
組
織
を
主
体
に
、
自
動
車
な

守

各
地
区
別
に
バ
ケ
ツ
リ
レ
l

(昨
年
の
訓
練
か
ら
)

砂場のふんを
何とかして

砂の入れ替えやフ工ンスの設置を
進めています。マナーアップと

手洗いをお願いします

方
の
マ
ナ
1
違
反
に
よ
り
、
砂

場
が
犬
な
ど
の
ふ
ん
で
汚
さ

れ
て
い
ま
す
。
ベ
ッ
ト
を
飼

っ
て
い
る
方
は
、
必
ず
ふ
ん

の
後
始
末
を
す
る
な
ど
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
公
困
を
利
用
す
る
方
に

は
、
砂
場
で
遊
ん
だ
後
は
手

を
洗
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

F

、.，

飲
料
水
供
給
訓
練
な
ど
、
実
践

的
な
訓
練
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

参
加
機
関
は
、
市
自
治
会
連

絡
協
議
会
(
金
目

・
金
田
・
旭

南

・
旭
北

・
土
屋

・
吉
沢
地

区
)
、
市
障
害
者
団
体
連
合
会
、

F
U
寸
士
E
q
d予
慰
霊
限
日
出
訪
材
料

で
実
施
し
ま
す
。

az-aEz--冒
圏
冨
晶
画
且
冨
圃
E
『

'
zz
E
zra冒
叩
咽

あ
る
資
器
材
を
訓
練
会
場
に
運

び
こ
み
、
初
期
消
火
や
給
水
栓

か
ら
の
給
水
な
ど
、
様
々
な
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
リ

ヤ
カ
ー
に
資
器
材
を
積
み
、

会

場
内
を
移
動
し
て
仮
設
本
部
の

設
置
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

会
悩
向
。
品川
す
r
-
A
M
後
野
洋
外
務

を
使
い
一
斉
に
放
水
し
ま
す

aa'
・a'g.. ，，
.，岨
a-a
，E
・晶E
E
-
-

・4aB---aa--a
・・・'
E
E

マ
女
性
防
災
ク
ラ
ブ
の
訓
練
-
.. 

小
形
動
力
ポ
ン
プ
な
ど
を
使
っ

た

一
斉
放
水
訓
練
や
、
団
体
行

動
規
律
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す

マ
自
衛
隊
の
訓
練
・
・
・
地
域
の
人

た
ち
に
交
じ
っ
て
到
着
の
報
告

や
救
援
活
動
を
訓
練
し
ま
す

戒
宣
言
(
訓
練
)
を
発
令
し
、

午
前
九
時
五
分
ご
ろ
防
災
無
線

で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

火
災
な
ど
と
お
間
違
え
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

各
拠
点
墓
地
で

予
知
対
応
型
訓
練

九
月

一
日
(火
)
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
、
市
役
所
と
市
内
二

十
五
か
所
の
地
域
拠
点
基
地
を

会
場
に
、
情
報
伝
達
や
非
常
配

備
な
ど
の
訓
練
を
し
ま
す
。

九
時
五
十
分
か
ら
は
各
地
域

拠
点
基
地
に
配
備
職
只
を
は
じ

め
、
自
主
防
災
会
や
拠
点
基
地

と
な
っ
て
い
る
学
校
の
職
只
な

ど
が
集
ま
り
、
役
割
分
担
な
ど

を
話
し
合
う

「防
災
ミ
三
会
議
」

も
開
き
ま
す
。

-9時5
分
ご
ろ
サ
イ
レ
ン
を

午
前
九
時
、
警
戒
本
部
は
警

願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
公
園
に
水
道
施

設
を
設
け
た
り
、
市
婦
や
砂

の
入
れ
替
え
を
し
た
り
す
る

ほ
か
、
飼
い
主
の
マ
ナ
l
ア

ッ
プ
と
手
洗
い
励
行
の
看
板

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

改
修
工
事
を
す
る
公
聞
の
砂

場
に
は
、
犬
や
猫
な
ど
が
入

砂遊びの後は必ず手洗いを

れ
な
い
よ
う
に
フ
ェ
ン
ス
の

設
位
を
進
め
て
い
ま
す
。

-
担
当
み
ど
り
公
園
課
公

園
管
理
担
当

(内
線
5
1
5)

。
。

※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
提
案

は
、
お
気
軽
に
広
報
広
聴
課

広
聴
担
当

(内
線
3
5
5
)

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い

千
百
河
岸
地
区
で

津
波
対
策
訓
練

風
水
害
対
策
も

充
実
し
ま
す

れ
か
の
手
助
け
が
必
要
で
あ
り
、
安
心
感
を
も

て
る
大
人
が
子
ど
も
の
気
持
ち
を
考
え
て
や
る

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
、
「
お
前
が
惑
い
」
「
な
ぜ
我

慢
で
き
な
い
の
」
「
も
っ
と
頑
張
り
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
る
と
、

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
、
プ
ラ

ス
の
方
向
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

で
き
な
い
こ
と
を
、
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る

に
は
、
そ
れ
な
り
の
技
術
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必

要
で
す
が
、

受
け
手
で
あ
る
子
ど
も
の
側
に
心

の
ゆ
と
り
が
な
い
と
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

表
れ
た
行
動
の
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
そ
の
子
の
も
つ
背
景

を
考
え
、
そ
の
子
に
理
解
で
き
る
伝
え
方
、
何

が
今
必
要
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。で

き
た
こ
と
を
認
め
、
で
き
る
こ
と
を
し

っ

か
り
と
で
き
る
よ
う
に
励
ま
す
こ
と
に
よ
っ
て

心
の
ゆ
と
り
を
生
み
出
し
、
自
分
に
自
信
が
も

て
る
よ
う
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

平
塚
市
地
域
防
災
計
画
の

「風
室
等
対
策
編
」
を
改
定
し

ま
し
た
。
同
計
画
の
う
ち

「地

震
対
策
編
」
は
阪
神
・
淡
路
大

混
災
後
、
大
幅
に
内
容
を
見
直

し
、
す
で
に
新
し
い
計
画
に
移

行
し
て
い
ま
す
。

同
じ
く
九
月

一
日
(火
)午
前

今
回
の

「風
水
車
導

対
策
担

十

一
時
か
ら
、
千
石
河
岸
地
区

の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
災

を
対
象
に
津
波
対
策
訓
練
を
実

筈

に

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

施
し
ま
す
。

に
動
員
体
制
な
ど
を
充
実
強
化

千
石
河
岸
地
区
の
み
な
さ
ん
し
ま
し
た
。
ま
た
、

油
流
出
事

は
、
高
浜
高
校
に
避
難
し
て
く
故
な
ど
の
特
殊
災
害
対
策
を
追

だ
さ
い
。

加
し
ま
し
た
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部
マ
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部

防
災
課

(内
線
1
4
3)

防
災
課

(内
線
3
5
7
)
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心
の
ゆ
と
り

ほ
か
の
子
と

一
緒
の
行
動
が
と
れ
な
い
、
少

し
の
こ
と
が
我
慢
で
き
な
い
、
と
い
う
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。

限
界
を
感
じ
、
で
き
な
い
と
訴
え
、
パ

ニ
ッ

ク
を
起
こ
す
の
は

「も
う
い
い
」
と
い
う
そ
の

子
の
表
現
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
し
て

い
い
か
分
か
ら
な
い
と
き
、
落
ち
込
ん
だ
り
パ

ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
と
き
に
自

分
自
身
が
保
て
、
心
に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
、
本

人
の
力
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
自
分
一
人
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
現
実
が
あ
る
よ
う
で
す
。
だ

ス
ト
レ
ス
と
の
付
き
合
い
方
は

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
で
は
、
ス
ト
レ
ス
解

消
法
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

①
自
分
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
に
打
ち
込
む

②
音
楽
や
森
林
浴
な
ど
で
気

分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

③
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
体

の
疲
れ
を
と
る

@
寝
る
前
に
軽
い
体
操
を
す

る⑤
気
分
転
換
で
き
る
趣
味
を

持
つ
⑥
ゆ
っ
く
り
と
風
呂
に
入
る

①
友
達
や
家
族
と
お
し
ゃ
べ

り
を
し
、
気
分
転
換
す
る

0

0
 

ス
ト
レ
ス
の
原
因
が
何
で

あ
る
か
を
見
極
め
、
自
分
な

り
の
解
決
法
を
見
付
け
、
上

手
に
ス
ト
レ
ス
と
付
き
合
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
い
え

る
で
し
ょ、っ
。

av保
健
セ
ン
タ
ー

包
(
但

)
0
3
1
1

質
問

@ 
て
起
こ
る
病
気
に
は
、
胃
潰

協
や
十
二
指
腸
出
癖
、
頭
痛

や
不
眠
、
自
律
神
経
失
調
症

な
ど
が
あ
り
、
生
活
習
慣
病

(成
人
病
)
の
引
き
金
に
も

な
り
ま
す
。

Q

ス
ト
レ
ス
と
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ス
ト
レ

ス
と
の
付
き
合
い
方
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

康

蕊
答
え

A

ス
ト
レ

ス
と
は
、

「心

の
緊
張
状
態
」
と
い
え
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
は
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
、
体
の
内
部

に
犠
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
体
に
は
、
機
能
を
正
常

に
保
と
う
と
す
る
働
き
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
ト
レ

ス
が
重
な
る
と
こ
の
働
き
が

乱
れ
、
、
ャ
身
に
様
々
な
問
題

を
起
こ
し
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
な
っ

い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
引
き

起
こ
す
ス
ト
レ

ス
で
す
が
、

生
き
て
い
る
以
上
、
ス
ト
レ

ス
が
ま
っ
た
く
な
い
生
活
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ

ス
の
原
因
を
取
り
除
く
か
、

気
分
転
換
の
方
法
を
見
付

け、

上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

毎年7月、8月は、水分を含んだ生ごみが多く
出されます。ごみを出す前に、「もうひとしぼ

り」水分を切り、ごみを減量しましょう。

「燃せるごみ」の中身の約半分は水分(重さ換
算)です。水分の多いごみは、運搬や焼却などに余

計な経費がかかってしまいます。

l孟ごみは水を切っtJ
・担当 環境業務課(内線239)
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